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【はじめに】

スペイン人音楽家エンリケ ・グラナドス・イ ・カンピーニヤ EnriqueGranados y Campina 

(1867"-' 1916)は2016年、没後100年を迎えた。彼はイサーク・アノレペニス IsaacAlbeniz (1860 

"-' 1909)、マヌエノレ ・デ ・ファリャ Manuelde Falla(1876~1946) 、 ホアキン・ ト ワ リーナ

Joaqu1n Turina (1882'"'-'1949)等と同じ時代を生きたヒ。アニス ト、 作曲家、教育者である。

日本でも親しまれている作品〈アンタ守ルーサ〉が含まれる《スペイン舞曲集》は、近代ス

ペイン国民楽派と してのセンセーショナノレなデピ、ュー作で、あり、 《スペイン民謡による 6

つの小品》も作曲年は定かでないが、その書法から同時代の作品と推測される。しかし、

この民族的な作品発表後の作風はロマンティックな色合いが強くなった。そして、それ以

降は民族的なエッセンスは殆ど表れなくなる。筆者は、習作期を除いて大きく彼の作風は

3期に分かれ、第1期はナシオナリズマ elna，cionalisme(l)、第2期はロマンティシズマ el

Romanticisme (1)、そして第3期はナシオナリズマ・ロマンティシズマ ・ムデ、/レニズマの融

合Fusiodel nacionalisme， el romanticisme i el modernisme (1)と考える。

この研究ではグラナドスに関して、時代背景 ・彼の生涯・作品の特徴を調べ、演奏方法

への提言を行う。

第 1章 【背景】

19世紀に起きた文芸運動「ラナシェンサRenaixenca(I) (カタノレーニャ ・ノレネッサンス)J 

は、マドリード中央政府によるパノレセロナへの圧力に対しての反発で、あったが、おりしも

産業革命の時期にもあたり、工業労働者の厚生娯楽として合唱運動が盛んになり、その運

動の中で民謡が盛んに歌われたことから、回教の伝統的美術にも関心が高まった。こうし

た状況が曲線や植物のモティーフを特徴とする芸術様式ムデノレニズマ開花へと繋がる。本

研究の対象である作曲家エンリケ ・グラナドスはそうした当時の芸術に影響を受けた。彼

の生きた 19世紀末から 20世紀初頭は、社会的には激動の時代であったが、彼は出身地カ

タ/レーニャの民族的政治主張や歴史的 ・社会的思想、に関わることなく、自身のロマンティ

ックな性格を原動力と して、ムデノレニズ、マに影響を受け、その装飾美による独自の世界を

創ったと筆者は考える。近代主義が、アーノレ ・ヌーヴォーArtNouveau 、モダン ・スタイ

ル ModernStyle、リバティ様式 StileLiberty、青春芸術ArteJoven、ユーゲント様式

Jugebt stilなど、非常に異なる様相を示しながら、イギリスからフランス、ロシア、スペ

インに至る全ヨーロッパの世紀末の世界的な芸術の流れとなったことから、グラナドスを

安易に民族主義者と定義づけるべきでないと考える。

5 



1)地域主義・民族主義の芸術運動

19世紀ロマン派最盛期の頃、 1812年に初の憲法と言える r1812年憲法Jが制定されたに

もかかわらず、ブエノレナンド 7世 FernandoVs ( 1813~1833) は、即位するとその憲法を廃

止し伝統的議会を復活させ、アンシャン・レジームを擁護し絶対君主制を復活させた為、

自由を束縛されるのを嫌った多くの知識人たちがスペインから出て行った。しかし彼の没

後、母マリア ・クリスティーナ Mar1aCristina(1806~1878) を摂政として即位したイサベ

ノレ2世 Isabeln (1833~1868) は、王位継承で争っていたカルリスタ(叔父のカルロス派)
に対する自由主義者のカを借り 、1834年に立憲君主政を聞いたため、それによって自由主

義者の意見は届きやすくなり、 それまで国外に逃れていた知識人たちが帰国するようになっ

た。フェルナンド 7世治世下では色々な政策が行われたが、経済活性化、 財政の健全化は

達成できず、さらにラテンアメ リカの独立運動が 1815年から活発になるにつれ植民地市場

を失った。圏内経済は弱体化し、 文化人 ・芸術家のパ トロンとなるべき中産階級の惰弱とそ

れまでのアンシャン ・レジームの継続により、スペインは他のヨーロッパ諸国よりロマン

主義の浸透は遅れていた。しかし、 前述のようにイサベラ 2世の治世時代になり自由主義者

が帰国したことでロマン主義運動と地域主義が起き、民族音楽研究も進んだ。

以下、音楽 ・絵画 ・文学の各分野における芸術運動の特徴を整理してみよう。

まず音楽の分野では、サノレスエラ Zarzuelaの復興と合唱運動、それに宗教音楽の整備があ

げられる。中央政府が置かれたマドリードでは、1831年摂政マリア ・ク リスティーナによ

って、 王立音楽院が設立されるが、彼女がイタリア人(ナポリ出身)で、あったためか音楽

院院長にはイタリア人が起用され、授業も総てイタリア語で行われていた。ロマン主義運

動から培われた民族的歴史意識によって、王室礼拝堂の聖歌隊指揮者 ・作曲家のイラリオ

ン ・エスラパHilarionEslava (1807 ~ 1878)やホアキン・ガスタムピデ]oaqu1nGaztambide 

(1822-----1870)、フランシスコ ・アセンホ・パルピエリ FranciscoAsenjo Barbieri( 1823~ 

1894)等は、このイタリア偏重に対抗しスペイン音楽協会 Laespana musicalを設立する。

17世紀に発生し18世紀末に衰退していたオペレッタの一種であるサノレスエラはパルピエリ

により復興され、1856年には 2，500席のサノレスエラ劇場が建てられ、クリストパル ・オウ

ドりド CristobalOudrid ( 1825~1877) 作曲の《スビサの粉屋 El Molinero de Subiza>> 

は年間 300回上演され、短い形式の 《へネロ ・チコ Generochico))は 1，500本以上描かれ

30年間大流行する。しかし、との音楽協会で、の上演作品は下層階級の生活をテーマにした

ユーモラスな芝居に近く 、真面白な音楽家には関心を持たれるものではなく、芸術的な音

楽運動にはいたらなかった。マドリッドにおいては、ベートーヴェンの交響曲初演は 1866

年というように西ヨーロッパ諸国に遅れをとっていた。パブロ ・デ ・サラサーテ Pablode 

Sarasate ( 1844~1908) が故郷パンプローナ Pamplona で 1878 年より毎夏開催していた音

楽祭では、主に古典派の室内楽が好まれた。

6 



バルセロナでは 1844年から 1857年にかけてフィノレハーモニー協会 1aSociedad 

Fi1armonica de Barcelonaが活動していたが、イタリア ・オペラの抜粋をレパートリーに

していた。 1850年に海岸地域で合唱団が作られ、今までの口伝伝承によるスペインの民俗

音楽が収集、記譜、出版され、合唱団の為に編曲されるようになり地域主義の興隆となっ

たことは注目すべきである。のちにこの動きがムテ、ノレニズマの開花に大きな影響を与える

ことになる。次第にカタノレーニャ全土に広がった合唱団はダンスとオーケストラが加わり

「エウテルベEuterpeJと名付けられ、1860年には57の団体から 2000人の合唱団員、300

人の楽団員が集まり 3日間にわたる音楽祭が聞かれた。 r合唱団設立の目標は、もともと

工業の発展により 、低賃金で働く労働者が集まり、彼らの為の教育や、また社会改革の実

験で、あった。この背景には産業と鉄道の発展があり、これは 1837年憲法の修道院 ・女子修

道院閉鎖、永久財産解放により拍車がかかり、富裕中流階級の興隆につながっていた。J(ソ

ノレター 1996) 

宗教音楽分野は、1851年の宗教協約が制定され、教会の音楽家は指揮者 l人とオノレガニ

スト 1人(ともに聖職者に限る)、そしてテノール l人と少年合唱に制限された(大司教

区では、それにアルト 1人)。グラナドスの師であるフェリペ ・ペドレリュ(ペドレノレ)

Fe1ipe Pedre11 (1841~1922) は教会音楽の分野で活躍し《スペインの宗教音楽 La musica 

re1igiosa en Espana>>などの音楽雑誌の編集、スペイン典礼用オルガン集 ((Elorganista 

liturgico espanol>> 、ルネッサンス末期の最大の教会音楽作曲家のヴィクトリア Tomas

Luis de Victoria (1548~16 1 1) の作品全集なども出版した。

絵画の分野では、 「ロマン主義は、まずパリやローマで、修業した画家たちの帰国によっ

てもたらされる。アカデミズムと対立しない穏健なフェデリコ ・デ・マドラーソ Federicode 

Madrazo (1815~1894) や《画家のアトリエにてソリーリャを聞く現代詩人達 Los poetas 

Contemporaneos 0 Lectura de Jose Zorri11a en e1 estudio de1 pintor>>で文学と美術

を結びつけたアントニオ ・マリア ・エスキベル AntonioMaria Esquivel (1806~1857) 、

“豊かな表情、卑俗的な所作、モラノレの乱れなどがフランシスコ ・ゴヤを思わせるレオナ

ノレド ・アレンサLeonardoAlenza (1807~1845) らがいた。 J (Pancorbo 2009) 

そしてもう一つの流派、ヨーロッパの芸術家たちの間で「スペインのロマン主義的イメ

ージが流行っていた事に起源を持つ風俗写生主義J(Pancorbo 2009)として、パレリアーノ ・

ドミンゲス ・ベッケルValerianoDominguez Becquer (1834~1870) が活躍した。彼はスペ

イン各地の特徴的な民俗衣装や生活習慣を描くようにイサベノレ2世より命じられ、 1866年

「民俗的テーマを好んだロマン主義と人類学的見地から行われた実地研究の融合としての

成果J CPancorbo 2009)として《ソリアの民俗習慣Costumbresespano1as de 1a provincia 

de Soria))を描いた。

文学の分野ではフエノレナン ・カベリエロ FernanCabal1ero(1796~1877) はアンダルシア
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の民族詩《加daluzas))(1852)を編纂した。ファン・パレラ JuanValera (1824"'-'1905)はア

ンダ、ルシアの小説《ペピータ ・ヒメネス Pepita ]imenez))を書き、またベドロ ・アラノレコ

ン PedroAlarcón(1833~1891) が《三角帽子 El sombrero de tres picos>>を書いた。(前

者はのちにイサーク・アルペニスによってオペラに、後者はマヌエノレ ・デ ・ファリャによ

ってバレエ音楽となった。)

2)文芸運動・ラナシェンサRenaixencaについて

ラナシェンサRenaixencaは中世後期における栄光のカタノレーニャ文学を見なおし、カタ

ノレーニャ語の普及と中世の文化遺産を再現する「カタノレーニャ ・ノレネッサンス(カタノレー

ヱャ復古的芸術運動)Jであり、この動きはカタルーエャに限られた辺境なものであった。

もともとスペインは多言語 ・多民族国家であり、カタノレーニャ地方ではカタルーニャ語

が使用されていたが、第 l期のスペイン継承戦争 (1701"'-'1714)敗北後、一国家一言語を

めざす中央政府によって、公用語としてのカスティーリャ語使用の義務が課せられた。言

語だけでなく、カタノレーニャ独自の法律も廃止されたことから、これらの中央政府の圧力

への反動が生まれたのだ、った。1833年にボナバントゥーラ ・カルロス ・アリパウ

Buenaventura Carlos Aribau(1798"'-'1862)は使用禁止のカタルーニャ語で、《祖国への賛歌

La patria))という詩を発表した。これが「ラナシェンサJの幕開けであり、産業により経

済力をつけたカタノレーニャの長い衰退期からの脱却であった。

ラナシェンサの根底には中世への憧僚があり、それは 1137年の政略結婚によって生まれ

た豊かなカタルーニャ ・アラゴン連合王国の栄光を拠り処とするものだった。この国は牧

畜・穀物生産の産業国アラゴンの王女ベイロネーラ Peironelad' Aragon (1l35~1l 74) と

地中海の通路を持つ商業国のパノレセロナ伯ラそン ・パランゲー4世RamonBerenguer IV 

(1113----1162)の結婚により成立し、その後大きな発展を遂げる。

バランゲー4世の曾孫ジャウマ1世JaimeI (1208~ 1276)のとろ、イスラム教徒から

のレコンキスタ Reconquista(イスラム教徒によって征服されたイベリア半島をキリスト教

徒の固として回復させる動き)は大いに進展し、バルセロナは今までの貴族に加えて職人

や商人といった市民が力を持ち豊かになった。王国は地中海の覇者となり、「海軍提督ノレジ

ェ・ダ ・ラウリーア (Rogerde Lauria 1245----1305) (2) は『地中海では、魚といえども

背中にカタルーニャの紋章が入っていなければ泳ぐことはできなし、』と豪語した。J(田津

2013) 

そしてこの王国からはカタルーニャ語を完成させ「カタノレーニャ語の父Jと呼ばれた人

物が排出される。ジャワマ l世が征服したマジョルカの出身であるラモン ・リュイ Ramon

Llull (1232----1315)は宮廷に仕えていたが、奔放な生活を改め出家し、神学者 ・文学者 ・
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哲学者となり優れた作品を多数残しヨーロッパで、その名を知られた。そして彼は、複雑な

思想や物語を書き表すことのできる文章語と してカタノレーニャ語を完成させたのだ、った。

「彼は、カタノレーニャ語で、布教するための神学書を書き、小説の原型のようなものを著

した。自然科学的なもの、記憶術に関する実用書的なものまでおびただしい数の著作をも

残した。ラテン語は各国の知識人の共通語として便利であったが、反面、様々な知識を一

般庶民の手の届かないものにしていた。リュイは俗語とみなされていたカタノレーニャ語を

使うことによって、この状況に異をとなえたのである。J(田津耕 2013)

地中海の崩者で、あった中世のカタノレーニャと、複雑な思想、や物語を書き表す言語カタル

ーニャ語はカタルーニャ人にとって誇りで、あった。

3)ムデルニズマlModernisme

ラナシェンサの後はモデルニスモModerni smo (3) (ムデ、ノレニズマModernisme(l))が起こる。

とれは、フランスのアーノレ・ヌーヴ、ォーArtNouveauと同様の新しい波であり「近代主義J

と総称される芸術様式で、その特徴は曲線の多用や植物をモティーフとした装飾であった。

原点は 19世紀のイギリスにあり、芸術の一つの思想として発展していった。イギリス人

デザイナーのウィリ アム ・モーリス WilliamMorris (1834~1896) は産業革命による人間

性の消失に反論し、工業生産品の粗悪さを指摘し、自然へ目を向け、その原始的なエネノレ

ギーを見直す絵画、彫刻、家具、イラスト、陶芸、建築などの自然趣味の装飾芸術を提唱

した。そしてフォームの美しさとマテリアノレの質を高め、中世の工芸家に回帰する「アー

ツ・アンド・クラフツ Artsand Crafts MovementJの流れを推進した。この流れはフラン

スに渡り、中国と日本の美術商サムエノレ ・バン SamuelBing (1838~1905) が 1895 年にパ

リに建てた庖舗の「アール・ヌーヴォーj という名称によって親しまれ、新しい芸術とし

て発展する。この潮流はロダン AugusteRodin ( 1840~1917) の彫刻、ティファニーLouis

Comfort Tiffany (1848~ 1933) の花瓶、ロートレック Henri de Toulouse-Lautrec (1864 

~1901) のデッサン等に見られ、 ドビュッシーClaudeDebussy ( 1862~1918) の作品に影

響を与えた。 ドイツ語圏ではユーゲント ・シュティール Jugendstil、クリムト Gustav

Klimt (1862~1918) などのセセッショニスタ Sezession、《オフィーリア Ophelia))を描

いたミレイ JohnEverett Mil1ais (1829~1896) などのラファエノレ前派 Pre-Raphaelite

Brotherhood、象徴主義Symbolismeとして世界的な動きとなった。

ところで、曲線の多用や植物をモティーフとした文様はスペインにおいて、既にイス

ラム時代に多くみられていた。バルセロナの南東に位置するパレンシア Yalencia市のパレ

ンシア国立陶芸博物館MuseoNacional de Ceramica y Artes Suntuarias "Gonzalez Mart1" 

には 13"-'14世紀に作られた曲線と植物の文様を多く描いたパテノレナPaterna窯の陶器が多

数残されている。これらはイスラムの王国ウマイア朝BanuUmayyadカリフ王時代の都コル
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ドパに近いマラガ産のマジョリカ Mayolicaまたはマレーチャ Malechaに遡り、このマラガ

産の陶器は世界各国に輸出され称賛された。

11289年イギリスのポーツマス港に関する資料によると、スベインから 1隻の船が到

着し、『珍しい斬新な色彩の陶器』を積んでいて、 当時のイギリス人を驚かせたという。そ

の後も幾つかの資料にマラガ産の陶器や壷は登場し、アラビア人のイプン ・パットゥー

タ (Ibn Battuta 1304'"'-' 1368) (2)は 1350年頃、マラガMalaga産陶器が世界の津々浦々に

まで出回っていると称えている。(中略)その後、マラガ産陶器はジャウマ 1世によるレコ

ンキスタで輸出の手続きが困難になった。しかし当時 「パレンシアが、キリスト教徒の手

に渡った後も、アラビア世界とつねに活発な貿易を続けていたJ(モレノ 1986)。バレンシア

の近くのマニセス Manisesの領主ドン ・ベレ ・ボイノレとペレ ・ボイノレE世はパレンシア港

を通じてのマラガ産陶器の交易貿易独占権を獲得できるように働きかけ、マラガの陶器職

人はマニセスに移住し始める。中世の人口調査でマニセスと隣町パテルナの陶工は 300人

を超えており、 「マニセスから輸出された陶器も、その一部はパテノレナで、生産された事-を想

定しておかねばならない。J(モレノ1986)

ジャウマ 1世(Ja ime 1 1208'"'-' 1276) (2)がこの地を征服したのは 1238年であるが、「再

征服のときも血なまぐさい戦闘は無く、再征服後もアラビア人の大多数は追放されずに同

地での居留が認められたJ(モレノ1986)。

パノレセロナに近いパレンシアはレコンキスタ後にキリスト教徒の街となったが、この

ようにイスラム教徒によって作られたマラガ陶器が運ばれ、またマラガのイスラム教徒で

ある職人も移り住み、近郊のマニセスおよびパテノレナで、同様の陶器が作られた。ポーツマ

ス港に渡ったマラガ陶器は現在パレンシア国立陶器博物館に納められているパテノレナ窯の

陶器と同種のものと考えられ、その曲線と植物を模したデザインが 「アール・ヌーヴ‘ォーJ

を 6世紀も遡る時代に描かれていた。音楽分野でヨーロッパに大きな遅れをとっていたス

ペインにおいて、装飾的な芸術運動が、ほぼヨーロッパと同じ時期に起きていることは、

このようにイスラム文化の影響が大きいと言えよう。

4)スペインでのムデノレニズマ

IModernismoとは古い時代に評価されなかった異なったスタイノレの創作を受け入れる

言葉で、あったが、パノレセロナでは“自由への追求"を意味した。モデルニスタは客観的描

写のような芸術を評価する中産階級人々とは対照的に、象徴を現すイマジネーションを重

要視した。J(Els Quatro Gats 1997) 

ムデノレニズ、マの芸術家アントン ・ガウディ AntonioGaud1 (1852'"'-'1926)は熱狂的なカタル

ーニャ主義の建築家で、 1860年に都市計画が始まった時に新興プ、ノレジョワのグエリュ Guell

の庇護を受け、装飾性豊かな建築物を作り始める。1883年に建築を始めたカサ ・ピセンス
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Casa Vicensは彼の初期の代表作であり、 外壁に花の模様や植物を配したオブ、ジェ、またベ

ランダの鉄格子はツタを思わせる曲隷で作られている。
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①ガウディ作カサ ・ビセンス ②~③ガウディ作グエノレ邸 @"-'⑬同ミラ邸 ⑪ベレ ・フアノレケ作街灯

⑫ムングネ→乍カタノレーニャ音楽堂 写真提供 :①京都書院②~⑪牛山悦子

さて、ここでムデノレニズマの芸術家たちは一人の音楽家と出会い触発されることになる。

それは、リ ヒヤルト・ ワーグFナ-RichardWagner (1813---"'1883)であるが、彼のスペイン

での登場はヨーロッパに大きく遅れていた。1882年ワーグナーの《ローエングリン》の初

演が行われ「バノレセロナの人々はその前衛芸術の受け入れに臨時していたが、1901年カタ

ラ歌劇場(詳細不明 (2))が開設され、ようやく支持しはじめた。ワーグナー音楽に表現さ

れる自然の神聖で、原始的なエネノレギーの喚起、中世伝説の活き活きとした精神性、新古典

主義との共存は、バルセロナのモデルニスタの共感を呼び、そこに流れる栄光ある中世へ

の賛美は、人々を熱狂的にさせた。J(ソルター 1996) 
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ムデ、ノレニズマの建築家の一人リュイス ・ドヮメナク ・イ・ ムンタネル Llu1s00帥 nechi 

Montaner( 1850~ 1923) は、 ワーグナーの《ワノレキューレの騎行》にインスピレーションを

受けカタルーニャ音楽堂Palaude 1a Musicaを1909年に創ったが、これは 1891年に設立

された合唱団オノレフェオ ・カタラ OrfeoCatalaという合唱団の専用の演奏会場として建て

られたものである。オノレフェオ・カタラは当初、男性のみで構成され、共同設立者のノレイ

ス ・ミリェトLlu1sMilletとアマデウ ・ピベスAmadeuVivesは合唱団の為に、作曲と民

謡の編曲を行った。

そしてもう一人の建築家である 「ガウディは《リング》のオープニング《ラインの黄

金》から原始的魔術を受け入れ、彼の有機体論と一致させ、作家のアレクサンドノレ ・ペリ

チェ AlexandrePellicerは、彼の美学は 『原始的な思想、と象徴的文化の精神性への回帰は

願望を未来につなげる』と述べた。J(Clark 2006) 

地域主義は合唱運動の力を借り大きな流れになり、ムデ、/レニズ、マを後押しし、その流れ

はワーグナーの音楽の “自然へ目を向け、その原始的なエネルギーを見つめていた芸術"

と共鳴しあい、ムデノレニズマは、より具体的な動きになったのである。

5)もう一つの流れ・ゴ、イエスコ

グラナドスは晩年に《ゴヤ風の絵》、即ち《ゴイエスカス》を作曲している。ここで当時

のゴヤ受容について考える。

スペインの人々の同胞の画家への関心は強く、1887年、ゴヤGoyaについてヒ。ニャサ侯爵

Vinaza Cipriano Munoz y Manzanoによる伝記 <<Goya，su tiempo， su vida， sus obras>> 

とカタログが発表された。3年後には、ゴヤ研究の新しい基礎になった3巻の最高傑作アウ

レりアノ ・デ ・ベノレエテ ・イ ・モレAurelianode Beruete y Moretによる《ゴヤ》が続い

て発表され、1900年頃、多くの芸術家たちが影響を受けることになる。また、ディエゴ・

ベラスケス OiegoVelazquez (1599~1660) については 1899 年にハシント ・ オクタピオ ・

ピコンJacintoOctavio Pic句、1914年にベニニョ ・パジョノレBenignoPallolによる伝記

が発表され、また、エノレ ・グレコ ElGreco (1541~16 14) については 1908 年にマヌエル ・

バル トロメManuelBartolom岳による伝記が表されていた。

フランシスコ ・ゴヤ FranciscoJose de Goya y Lucientes (1746~1828) は、 カノレロス

4世CarlosIV ( 1 748~18 19) の宮廷に使えていたが、 原因不明の重病に侵され聾者となり 、

「病後、『民衆の娯楽』を主題とする連作、啓蒙主義的な信条に基づく風刺の 『理性の夢は

怪物を生む』と注釈された版画集、1800年代以降は、幻想的、悪魔的世界の描写と華腫な

肖像画を描いた画家である。J(Pancorbo 2009) 

「ゴヤが生きた時代、つまり 18世紀の終わりから 19世紀の初めは激動の時代であり 、

啓蒙思想とフランス革命をベースとしたアンシャン ・レジームから現代社会への変革をゴ

ヤは目の当たりにしたのである。
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ゴヤの芸術に対する美学や思想は、現代人の抱える不安などに通じるものがあり、彼が

時代を一歩も三歩も先取り していた事がわかる。J(Pancorbo 2009) 

それまでにも、ゴヤをテーマにした作品は多く、アルペニスも 1894年にエウセピオ・シ

エラ EusebioSierra (1850-1922)の脚本で、サノレスエラ《サン・アン トニオ ・デ・ラ ・フ

ロリダSanAntonio de 1a F1orida>>を作曲していた。 1908年作曲ナパロ ・タデオNavarro

Tadeo、脚本フアノレコン ・セグラ ・デ ・マテオ Fa1conSegura de Mateoによるサノレスエラ

《ゴPヤのマハLamaja de Goya))、同年、作曲ノレベルト ・チャピRupertoChapf (1851"'-'1909)、

脚本ディセンタ ・アンド・レピデ・イ ・ガジェゴDicentaand Repide y Gallego(1882"'-'1948) 

によるサイネーテ sainete(一幕物の風俗喜劇)((マホス・デ・プランテLosmajos de p1ante))、

1909年作曲ロペス ・トレグ、ローサLopezTorregrosa、脚本クストディオ・フェノレナンデ、ス ・

ピンタド CustodioFernandez-Pintadoによるサイネーテ《裸のマハ Lamaja desnuda))と

いうように、続々と作品が生まれた。

とのようにゴヤが取り上げられるようになった背景の一つに f98年の世代Lageneracion 

del 98Jによる文化運動も考えられる。 1898年 2月スペインの植民地キューパで‘反乱が起

き、キューパに多額の融資をしていたアメリカの介入によりスペインは敗北し(米西戦争)、

キューパは独立する。圏内では祖国のあり方に危機感を覚えたカスティーリ ャ批判(カス

ティーリャの地主貴族を中核とする統一国家に対する批判)が沸き上がった。これが、思

想家ウナムーノ Miguelde Unamuno y ]ugo (1864.......1936)などのスペイン文壇、論壇の f98

年の世代Jといわれる若い知識人の思想、 ・文化運動で、あった。米西戦争での敗北と 1808年

のナポレオンのスペイン侵略を重ね合わせ、その時のスペイン民衆の反撃を描いた((1808

年マドリードの5月2日Eldos de mayo de 1808 en Madrid>> <<1808年マドリードの5月

3日日 tresde mayo de 1808 en Madrid>>という 2枚のゴヤの絵画に、スペイン精神を感

じた人も居たに違いない。

しかしながら、このような政治的な意図の影響も可能性と してはあったかもしれない

が、筆者は、それよりもゴヤの持つ“本質"を見つめる芸術家としての本質的な才能がスペ

インだけに留まらず世界の人々の共感を呼んでいると考える。後述するが、グラナドスも

ゴヤから何らかのイデオロギーを感じてそれに触発されたのではない。

「ゴヤは、フランス側にも祖国の側にも偏らない目の前の惨劇を描いた画家であり、この

視点はそれまで、の西洋美術史には無かったことであった。彼は、ロココ最後の嫡熟を享受

する宮廷と現実的な庶民の赤裸々な姿といった様々な矛盾や狂気を前に、真実を描いて行

った。戦争を描いた絵画のほかに、官能的な《着衣のマハ》、戦傑の《黒い絵》 、風刺の

《版画集》など移しい数の作品に、人間の過ち、社会への怒り、また男女の織りなす権威

を超えた世界を描き、多様な様式を持った画家であった。 J (Pancorbo 2009)現実と幻想の

聞を行き来する精神性の反復の大きさ、熱狂と客観性が 20世紀になっても人々の共感を呼

び、ゴヤ ・ブームが起こったと考えられる。
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第2章 【生涯】

エンリケ ・グラナドス ・イ ・カンピーニャは 1867年 7月 27日カタルーニャ地方のリェ

イダに生まれる。彼の名前はカタノレーニャ語ではアンリック EnricGranados Campinya で

ある(通常はカスティージャ表記EnriqueGranados y Campinaが使われる)。

「グラナドスはカスティーリャ語とカタノレーニャ語の2つの言葉を話し、フランス語

も使う事が出来た。娘のナタリアによると家の中ではカタルーニャ語を話し、手紙もカタ

ラン語によってかかれたものもある。しかしながら公的な場合にはいつもカスティーリャ

語を使い、サインはエンリケともアンリックとも書いたJ (Ri va 2015) 

ガリシア地方の出身の母とキューパ生まれの軍人の父親の聞に生まれ、リェイダからサ

ンタ ・クノレス ・デ ・テネリーフェを経て 1874年にパノレセロナへ家族企員で移る。

5歳より父親の軍隊の軍楽隊指揮者フォセ ・フンセーダJoseJuncedaの下でピアノ、ソ

ノレフェージュと理論を学び始め、 10歳でピアノリサイタルを聞き、 12歳の時メルセ教会付

属少年聖歌隊養成所で学び、アカデミア・プジョノレに入学した。指導者ジョアン ・パウテ

イスタ・プジョノレ(ファン・パウティスタ ・プホノレ)]lIan Balltista PlIjol (1835"-'1898)は

ア/レペニス、マラッツやピニェスの師であり、グラナドスは彼らと親交を深めた。グラナ

ドスは古典派とロマン派を好み、特にシューマンに傾倒していた。16歳になる前に、音楽

院コンクーノレで、シューマンの《ソナタ ト短調》などの演奏で l等賞を受賞し(審査員は

ペドレリュ、アノレペニス等)、作曲へ関心を持つ。

父親の没後、バルセロナのカフェでピアノを弾き生活費を稼ぎながら、数年間、ベドレ

リュに和声と作曲を学ぶ。教会音楽の分野のみならず地域主義に傾倒していた作曲家で音

楽学者のベドレリュは、グラナドスにスペイン黄金期の作品やスペイン民族の伝承音楽を

研究させた。グラナドスは彼の下で1883年に《スペイン舞曲集》の作曲を開始するが、ベ

ドレリュは彼の作品について「彼の心から生まれたものであるj と語っている。ベドレリ

ュが民族音楽を推奨していたのは、イサベノレ 2世統治時代の地域主義、特にパノレセロナで

起こった「ラナ、ンェンサ」と「ムデルニズマJの影響が考えられる。

1887年パリに渡り、シヤノレノレ ・ベリオーCharleBeriot (1833"-'1914)のもとで2年間個人

レッスンを続け、サン ・サーンス CamilleSaint-Saens (1835"-'1921)、ジョノレジュ ・ピゼ

ーGeorgesBizet (1838"-'1875)、ジュール・マスネJulesMassenet (1842"-'1912)、ガプリ

エノレ・フォーレGabrielFaure (1845"-' 1924)、ヴァンサン・ダンディ Vincentd' Indy (1851 

"-' 1931)、クロード・ドビュッシーClaudeDebussy， 1862"-'1918)、モーリス・ラヴ、エノレMaurice

Ravel (1875"-'1937)、ポール・デュカス PaulDukas(1865-----1935)、エリック ・サティ Erik

Satie (1866"-'1925)、デオダ ・ド・セヴラック (Deodatde Severac (1872 "-'1921)、また

同邦人のイサーク・アルペニス IsaacAlbeniz (1860"-'1909)、ホアキン ・ニンJoaqu1nNin 
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(1879'"'-'1949)に影響を受け、同郷のリカル ド・ピニェス RicardoVines (1875'"'-' 1943) と

共に 2人の若いスペイン人音楽家として、フランスの音楽界の注目を浴び始める。しかし

1888年に纏めた《パリのアルバムAlbumde Paris 1888>>に収められている作品は、古典

派またはロマン派の書法で書かれた習作で、まだグラナドスの個性は表れていない。

パリのそンマノレトルに集まる画家たちとも変わり、ミラーユ Francesc Mira11es、カサ

スRamonCasas、メストレス Ape1esMestres (詩人でイラス トレーター)、ネストーノレ ・デ ・

ラ・トーレNestorde 1a Torre等の画家たちの絵のモデルも引き受け、自らも絵筆をとり、

絵画への興味はこの頃から培われた。1889年にパノレセロナに戻り、演奏家と しても作曲家

としても成功を収める。ファ リャは彼の演奏について 「運良く彼の作品の演奏を聞いた時、

いつもとても強烈な印象を受ける。その強さは、今までに接したどの芸術よりも勝ってい

るj と語った。

パリ留学後 1891年、薬学博士で、パノレセロナ市内チピダド通りの都市計画のプロモーター

も行うサノレパドーノレ ・アンドレウ SalvadorAndreuの出資により、ラ・サラ ・グラナドス

(グラナドス ・ホーノレ)を建設し、毎夏、国境の町プチセル夕、(へロナ近郊)の彼の家に

招待されては、演奏をしながらサロン風ピアノ曲を作曲し、初の傑作組曲 《詩的なワルツ》

を彼の友人ジュアキン(ホアキン) ・マラッツ ]oaquinMalatsに捧げた。ロマンティック

な独自の作風を打ち出した彼は 「私は皆と同じようにカタノレ}ニャを愛しているが、私の

音楽は(出身地からというよりも)自分の性格から生まれる」と語った。

この年に 12曲からなる《スペイン舞曲集》がスペインのカサ ・ドテシオ CasaDotesio 

から出版されたと推測される。ヨーロッパ中で、絶賛され、アルペニス、ファリャ、マラッ

ツをはじめフランス人のサン=サーンス、マスネ、グリーグ、やロシア 5人組の l人ツェザ

ール ・キュイのような音楽家まで熱狂させた。 <<コーカサスの捕虜》を作曲したキュイが

「ある地域の流行歌と民族伝承の歌が、両方とも同じように、古い旋法による雰囲気を持

っているのは興味深い。しかしあなたのスペインの歌は独自の創作で、この類似点は見い

だせないー・…Jとグラナドスに手紙を送っているように、民族色を感じさせるこの作品で

さえ、旋法的な音階や民謡をそのまま使うことなく書かれ(11番だけは旋法を使用)、華

麗なヒ。アニズムも用いず、シンプルな害法で、書いたのだが、グラナドスの独特な気品が溢

れる高貴な語り 口からは民族的な雰囲気が、漂っていた。

シッチェス Sitges (バノレセロナの南)に建てられた画家 ・作家サンティアゴ ・ノレシニヨ

ノレSantiagoRusinol (1861'"'-'1931)のアトリエ 「カウ ・フェラッ トCauFerratJでは、モ

デノレニス卜の祭典が行なわれたが、 1893年アンパロ ・ガルAmparoGalと結婚すると、音楽

活動やバルセロナの集まりにあまり顔を出さなくなり、芸術運動への関心の薄さが垣間見

られる。この年、芸術の世界の改新だけでなく社会も大きな変革の時期を迎え、社会不安

が続き、9月バルセロナで無政府主義者による爆破事件が起き、11月にはリセウ劇場に爆

弾が投げ込まれ、ロッシーニの 《ウィリアム ・テル》の上演に参加した 20人が亡くなり多
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くの人が負傷した。

1895年 11月、グラナドスはカタノレーニャ・コンサート協会 Societat Catalana de 

Concertsの演奏会に参加するなど活動を再開するが、音楽家としての生活は難しくマドリ

ッドでの音楽院の採用試験のチャンスも逃がした。マドリッド'で、はチェリストのパウ・カ

ザルス PauCasals、ヴ、ァイオリンのジュアン・マネンJuanManen、マチュー ・クリックボ

ーム MathieuCrickboom、ジャック・ティボーJacquesThibaud、エドアノレド・リスラーEdouard

Rislerなど、多くの演奏家と親交を深め、 《ヴァイオリンとピアノのためのソナタ)) <<チ

ェロとピアノのためのソナタ)) <<トリオ)) <<カルテット)) <<ピアノ 5重奏》を作曲し、ク

リックボームのカルテット、アリオ ・フランセス、ブレトン、そしてカザノレスらの協力に

より有名なサロン ・ロメロで、初演を行なった。彼等との質の高いコラボレーションでカタ

ノレーニャ音楽堂やその他の色々なホーノレの主催による多くのコンサートに参加する。

1896年、ホセ ・フェリウ ・コディナ JoseFeliu Codina脚本によるドラマティック ・コ

メディ《マリア・デノレ ・カノレメン Mariadel Carmen>> (フランス語タイトノレは《ムル、ンア

の庭)))を作曲し、クリスティーナ女王からカルロス 3世の十字勲章が与えられた。友人

でピアニス トのホアキン ・マラッツはとのオペラを「国粋主義の芸術の為に、神に感謝し

よう。」 と賛美したが、現在では忘れられた存在となった。オペラ作品として世に名を残

すほど、の傑作ではなかったのだろう。

演奏活動と作曲を並行して行い、スペインとフランスを定期的に行き来して、ヴァイオ

リニストのジャック ・ティボーやエウジェーヌ ・イザーイ EugeneYsaye等と共演し、多く

の演奏会に出演し、サノレスエラ《ベトラノレカ Petrarca))と《ピカロノレPicarol))を1901年

初演したが、あまり上手くいかなかった。

この頃は主にロマン派ピアノ作品に実りが多く、 1901年生徒マリア ・オリベロ Maria

Oliveroとの恋の中で作曲した美しく情熱的な《ロマンティックな情景》は主要作品の一つ

である。

その後は、メストレApelesMestres台本の詩《リリアナLiliana))、((エリセンダElisenda))

またドラマ ・リリコ《鬼火 Follet))、劇的詩《ガシエノレ Gaziel))を 1906年パノレセロナで

初演しているが、目立った作品とはなっていない。また、脚本家のアドリア ・グアルAdria

Gualが設立したテアトロ ・インティモ Teatrointimoに参加し、叙情的情景《白い花

Blancaflor))の舞台に音楽を付けた。1908年ダンテを基にした交響詩《喜歌劇・神曲Divina

Comedia))をプライヴェートな上演としてカタノレーニャ音楽堂で、初演した。

イタリア音楽偏重への反動はいまだに続き、マドリッドで、はチュエカ FedericoChueca 

(1846'""1908)、ブレトン TomasBreton (1850 '""1923)、チャピ RupertoChapi (1851 -

'"" 1909)、カパ、ジエロ ManuelCaballero (1835 '""1906)等によるサノレスエラが流行ってい

たが、グラナドスはゴヤが描く下町の粋な男や女たちが行き交う 18世紀のマドリッドに関

心を持っていた。バルセロナにはムデノレニズマが花開き、 「ワーグナー崇拝者協会

Associacio WagnerianaJが設立され、カタノレーニャ音楽を進めていく改新派の源泉となっ
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た。 rカフェ ・ベラヨ Cafe Pelayo (Pelai) Jや r4匹の猫 ElsQuatro GatsJにグラナ

ドスはしばしば顔を出し、 シッチェスの 「カウ ・フェラッ トjにも再び集い、芸術家たち

と盛んに交流し、いくつかのサノレスエラ、劇、叙情詩を生み出した。

スペインの音楽界は 1886年にパノレセロナ音楽院 LaEscuela Municipal de Musica de 

Barcelona、1895年に合唱団カタノレーニャ ・ノーパ Lasocietat coral Catalunya Novaが

設立され、ペドレリュ、モレラ EnricMorera (1865~ 1942) 、 マラッツ 、 アノレペニス、 ピ

ニェス、モンポウ FredericMornpou (1893....，__1987)、トルドラ EduardToldra (1895....，__1962)、

プランカフォルトManuelBlancafort (1897....，__1987)らによる黄金紀を迎えた。

1904年にはマドリッド音楽院のコンクーノレで彼の《演奏会用アレグロ》が満場一致で優

勝し、同年ベー トーヴェンのヴァイオリンとピアノの為のYナタを全曲、クリックボーム

とりセウで演奏するなど、ピアニス ト、 作曲家と してヨーロッパを飛び回った。

教育者と してはグラナドス音楽院を設立した。この音楽院は後に弟子のフランク ・マー

シヤノレFrankMarshallが後を継ぎ、アリシア ・デ ・ラローチャへと受け継がれた。

1902年にヴァイオリンのティボーと共にヨーロッパを演奏旅行し成功を収めたカザノレス

はグラナドスを I彼は……私たちのシューベル トだ」と語った。

1887年ピニャサ侯爵によるゴヤの伝記とカタログが発表され、スペインでゴヤ ・ブーム

が起こり、この頃から、グラナドスはゴヤのシニスムに共感し、 1898年頃から作曲に着手

し1911年に《ゴイエスカス》として実を結ぶ。

ゴヤによって描かれた 18世紀のマドリッドの粋な男や女たちの気品、人生、情熱に満ち

溢れた人々の姿がグラナドスに霊感を与え、友人のマラッツに 「僕は理想、に到達したと言

えるだろうJと手紙を送っている。

1911年 3月 11日、 ((ゴ、イエスカス》第 1部の初演がカタノレーニャ音楽堂で、グラナドス自

身によって行なわれた。そして、 4月 1日にパリのサノレ ・プレイエルで《ゴイエスカス》

の完全版がグラナドスにより初演され大喝采を浴び、ヨーロッパ中で、熱狂的に迎えられた。

一世を風廓したグラナドスはフランスより レジョン ・ド・ヌーノレ勲章を授与される。この

成功で、パリで《ゴ、イエスカス》オペラ化が提案され、この改作オペラは 1914年にパリ・

オペラ座初演の準備が全て整ったが、ヨーロッパで、第 l次大戦が勃発し初演は延期になっ

た。結局、友人シェリングを介してニューヨークのメ トロポリタン歌劇場での上演が決ま

る。

グラナドスは 19日年の年末、ニューヨークに旅立った。練習時には民族色を期待する人々

に落胆され、グラナドスはスペイン人作曲家に対するこの種の期待感には心を悩ませたが、

1月28日《ゴイエスカス》の初演は大成功に終わる。

1916年 3月 24日、グラナドスと妻アンパロはフランスの鉄道会社の船急行郵便船「スセ

ックス号SussexJに乗るが、マンチャ運河Cana1de 1a Manchaの近くでドイツの潜水艦に
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魚雷攻撃を受け、海に投げ出され亡くなる。享年は48歳8ヵ月だ、った。

第 3章 【ピアノ作品の分類と特徴】

彼の作品は軽やかで優美であり 、甘く叙情的なメロディは哀愁に満ち、彼の性格をよく

表している。フレーズを舷いばかりに飾っている装飾音は、独創的でとても洗練されてい

るが、デリケートな表情を持つ作風はシューマンやショパンの害法を思わせ、ロマン主義

最後の砦ともいえる。しかしながら、作品の中の光り輝く 「標々 しさJは、ロマン主義と

いえどもスペインらしさを感じさせる。

2001年にアリシア ・デ ・ラローチャ Aliciade Larrochaとダグラス ・リーヴァ Douglas

Rivaによって発表されたBoileu版グラナドスのピアノ全集 Integralpara Pianoは、手稿

譜、スケッチ、初版、レッスン時の書き込み、グラナドス自身によるロールヒ。アノ録音など

からのデータを集め校訂報告も付加されている。との版によると現在発見されているものは

144作品(組曲を 1と数えると 63作品)、スカノレラッティのソナタ等の編曲が 27曲、アノレペ

ニスの遺稿を元に完成させた作品が l曲、 4手が 13曲、アルペニスの組曲《イベリア》の

(トリアナ)の2台ピアノ用編曲で、計186曲存在する(その他、教育用の小品とテクニツ

クに関する教本がありメカニズムの為の譜が書かれている)。それに比べて、劇場音楽が

12作品、オーケストラ作品が 《ゴ、イエスカス》の《インテノレメッツオ》を含めて 10曲、室

内楽曲は《スペイン舞曲 10番》と《エリセンダ》の編曲を含めて 16曲、歌曲が 37曲、合

唱が 3曲となっている。歌曲では、その中の2曲がコンチータ ・バディア ConchitaBadia 

(1897'"'-'1975)に捧げられた《カンシオネス ・アマ トリアス(愛の歌曲集)Canciones 

amatorias (1915) ))とスペイン歌曲の真の革新となった《トナディーリャス Tnadillas(1912 

'"'-' 1913) ))は、日本でも愛唱されているが、その他の作品はオペラ《ゴイエスカス》でさえ

も殆ど知られていない。グラナドスの魅力はピアノ作品において大きな花を咲かせているこ

とから、ここではピアノ作品を研究する。

彼の人生と作品は大まかに3期に分類できる。本来ロマン主義には「国家的独自性」も

含まれ、「民族意識の高まりからその土地固有の民俗音楽への関心から不規則な長さのフレ

ーズや不規則なリズム、また各小節の長さが異なる不規則な小節構造J(柴田・遠山 1994) 

が使われることもあるが、ここでは、民族色を感じさせる作品をロマン派から外して分類

する。

習作期 ・・・ パリ留学中1888年に ({Albumde Paris))を残す。ロマン派および古典派の書

法による習作を書く。そのほか、作曲年の不明のものが多いが、書法から同時期に作曲さ

れたと推測される。《アンダルシア))1曲のみが民俗的なエッセンスを含んでいる。
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1) ナシオナリズマの時代

(民俗音楽のエッセンスが使われているもの。

第 l期はおおよそ 1883年~パリ留学から帰国した 1900年ごろに当たり《スペイン舞曲

集》や《スペイン民謡による 6つの小品》がある。既にパノレセロナにもワーグナー旋風が

やってきていたが、彼の師フィリップ・ベドレリュはカタ/レーニャ精神の精髄を連続劇と

して創作したいと望み、カタノレーニャ ・コンサート協会 SocietatCatalana de Concerts 

(1886年設立)で作品発表を行い、スペインのワーグナーと言われており (Serrano2006)、

グラナドスにスペイン黄金期の作品やスペイン民族の伝承音楽をヒントにした作品を指導

していたため、この時代の作品はこのベドレリュの影響を強く受けている。ただしグラナ

ドスの作品には伝承音楽は実際には使われていない。

主要作品は下記である。

《スペイン舞曲集DanzasEspanolas>> 1883~1890年

第 1~12 番 その中で第4番〈ピリャネスカ〉第7番(パレンシアーナ〉のみがグラナド

ス自身の命名によるタイ トノレを持つ。

《スペイン民謡による 6つの小品 Seispiezas sobre cantos populares espanoles>> 作

曲年不明 版権1930年(前奏曲)<アニョランサ)<パランダのこだま) <パスコンガーダ)

(マルチャ・オリエンタノレ)(サンブラ) (サパテアード〉

グラナドスの特徴を知るために他作曲家による同名の作品と比較する。

《スペイン舞曲》というタイトノレで、は、イサーク・アノレペニスが6曲書いており、 6曲す

べてに付点8分音符+16分音符と 8分音符2つ、または3連音符と 8分音符2つによるハ

パネラ(アパネーラ)の揺れるようなリズムで害かれており 、当時スペイン領であったキ

ューパの雰囲気が漂う。

マヌエノレ・デ・ファリャの作品では、オペラ《はかなき人生》に〈スペイン舞曲第1番、

第2番〉があり、 l番2番とも“ミの旋法"ωが登場し、畳み掛けるような曲調、靴音 ・ギ

ター ・手拍子の音が表現され、 1番中間部では2拍子サンプラ zambraの一種が登場し、 2

番ではカンテ(歌)を表す悲劇的なメロディや、 3拍子と 2拍子の交差がフラメンコ音楽

を感じさせる。
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グラナドスのスペイン舞曲は前述のように 12曲あり、 5曲は特筆するリズムや装飾や旋

法は使われていないもののスペインの風土を感じさせる曲調により作曲されている。第 3
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番ではパストラーレ、第4番で〈ビリ ャネスカ(村人の唄))カンシオン(歌)とエス トリ

ビーリョ(コーラス)による牧歌的な歌、第 8番で、ゴ‘シック建築のカテドラルを思わせる

装飾音を伴って跳躍するメロディ、第 9番は曲全体に大きな自然の息吹が感じられ、北ス

ペインのバスク地方を思わせる作品になっている。残り 7曲ではリズムや装飾・旋法その他

に特徴がある。第 6番ではアラゴン地方の舞踏ホタのリズム、第7番(パレンシアーナ)で

はカタノレーニャ地方ノ〈レンシアのホタのリズムが使われスペインらしさに満たされるが、

ホタは1拍目にアクセン トがあるため耳慣れたリズムである。

'-ーーーーーーーーーーーーーーーーー

ぉ:s[1l.g王!宮古~
lザー できで二¥シ暫暫

イスラムのコーラ

ンを恩わせる第 11

第四番。アラベスク模様を恩

わせる「くねる1動きが登場す

る。

その他、第2番で旋法的なメロディ、第10番でメリスマによる東洋的なメロディ、第 11

番ではイスラムのコーランを恩わせるようなメ リスマ、第 12番でアラベスク模様を恩わせ

る「くねるJ動きが使われる。イスラム文化の影響を感じさせる曲調の作品が多く、第5番で

はスペインの代表的な楽器ギターの爪弾きを模した前打音が使われる。但しそれぞれの作品に

アノレペニスやファリャに見られるような特殊なりズムは出てこない。

以上のことから、アルペニスとファリャが独特なリズム・旋法を使っているのに対してグラナ

ドスの《スペイン舞曲》は北スペインを含めた広範囲にわたるスペインを題材にし、リズムは安

定した律動であることが判った。

もう一曲、同名の作品を比較する。フラメンコ舞踏の靴音による妙技を意味する(サパ

テアードZapateado)というタイ トノレの作品をホアキン・トゥリーナ(1882-1949)が ((3つ

のアンダルシア舞曲》の第3曲で書いている。この作品は8分の6拍子 ・全 224小節の中

で30小節聞に4分の3拍子を恩わせるリズムの使用、15小節間で、4分の 2拍子における 8

分音符 2っと 3連音符の交差によるリズムが使われ、この民族的なリズムの使用は全体の

20%にあたり、 Cから始まる“ミの旋法"も使用されフラメンコ音楽が感じられる。

《 円i ，rーーー「 円i ， rー--; ，-一一一一一一 トゥリーナ作曲(サパテ
(鴎rj十 ナデ土停=ニヰ平~:r=二二千f
1問国ーに =sr I IF I ff--_ アード〉に登場する“ミ

)1:nn己主=畠盛盈主ゴ主己塾生安宅一」ゆ」僻~重一毛並霊f皇霊と二 の旋法"と変化のあるリ

L唱 ? 3 E 3 J 3 3 ズム

これに対し、グラナドスの《スペイン民謡による 6つの小品》の《サパテアード》は、8

分の 6拍子において 8分音符3っと 2連音のリズムが 4小節含まれるフレーズが 3回繰り

返されるが、これは全249小節中 12小節で、全体の4.8%にすぎず、“ミの旋法"も使われ
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ていない。

この作品でも、グラナドスの作品は民俗的な律動は少なくなっていることが判った。

2)ロマンティシズマの時代

(前述のように本来ロマン派作品には民族色のあるものが含まれるが、ここでは民族的な

リズムや旋法を外して考える)第2期は、おおよそ 1901"'-'1903年にあたる。

この時期の主要作品は下記である。

《言寺的なワルツ Valsespoeticos>> 

《演奏会用アレグロ Allegrode concierto>> 1903年

《ロマンティックな情景Escenasromanticas>> 1901年(マズノレカ)<子守唄) <3番)<アレグレ

ット)<アレグロ ・アパッショナート)<エピローグ)

この時代の作品は大変甘美であり、19世紀のロマン派を好んでいたことが判る。

《ロマンティックな情景》では、サブタイトノレもロマン派作品を思わせるものが多く、特

に第2番《子守唄(ベルスーズ、)))はショパンの《ベルスーズ》と異名同音調で書かれ、彼

の作品を意識したことが伺われる。酷似しているほどではないが、((ロマンティックな情景》

(3番)(アレグロ ・アパッショナート)<エピローグ)は特にシューマンの作品を思わせる。

また小品で、あるが《詩的な情景Escenas Poeticas>>で第2曲に〈エヴァとワノレター〉とい

うタイ トノレが使われている作品もある。これはワーグナーの《マイスタージンガー》の登

場人物の名前であり、ワーグナーへの意識が感じられる。

次に比較研究と して類似したタイトノレにより、ショパンの《ワルツ》とグラナドスの《詩

的なワノレツ》を扱う。

ショパンはパスと和音によるはっきりとした 3拍子の伴奏形が多く 、グラナドスではリ

ズムの変化が行われ、「イントロダクシオン」を除いた全480小節のうち、ショパンのよう

な伴奏形は20小節のみで、これは全体の4パーセントにしか過ぎない。

垂巻 善垂 I .<l #¥ 心待汁十J IJ 
|司弓通用 ・;

ー ~ ーI..L....T-4-ーーマフー→一ーマ...----lう兵吐吟朝一管 _. I I I F I I Iドヲ司WUl
V (J t... I ' ， '1 ・・ JI 羽暗 a

ショパン 《ワノレツ》作品64ー 1 Iグラナドス 《ワルツ1))スラ グラナドス《ワノレツ 3))
1ーがかかり柔らかな表情と

なる。

有諸井中

…」
ショパンの《ワルツ》作品 64-1の譜例で示したようなはっきりした 3拍子の伴奏形は

《ワルツ》全曲に見られ、この音型になっていない伴奏形は第 3番のテーマ(左手がメロ
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ディ、右手がスラーのかかった和音のフレーズ)、 また第9番の中間部で、経過的な数小節の

みで、あった。

また、同タイトルを持つ作品の比較として、ショパンとグラナドスの《ベノレスーズ(子守

歌)))を挙げる。調は異名同音による同じ調で拍子も 8分の6拍子で閉じである。テーマは、

ショパンは 8分音符の音価で4度や 3度の跳躍があるため、はっきりしたラインと律動を

見せている。グラナドスのそれは、2度音程の進行によるなだらかな旋律線となり、テノー

ルの動きも同様な順次進行がとられている。変奏されるテーマでシンコベーションのリズ

ムが使われるが、これも順次進行で行われているため、律動感はなく全体にリズムはなだ

らかに感じる。ショパンでは装飾による即興的な変奏が行われ、ここでも 12度の跳躍を含

む8分音符による伴奏形が律動を保持している。そしてショパン70小節に対し、小節数 37

小節という短い作品になっている。

以上の作品に関しては、グラナドスはショパンより拍の感覚が暖味になっていることが

判った。

第2期のその他の特徴としては、ベタ。ル関して独特な表記がされている。

左は附年に作曲された《ロコ
ティックな情景》の第 5曲〈アレ
グロ ・アパッショナート)である。
この他にも音符の下に 16分音符2
つを明記し、 1つ目の 16分音符で
ダンパーを下し(右ペダノレを上げ
る)、 2つ目の 16分音符でダンパ
ーを上げる(右ペダルを踏む)記
載もある。

1903年に発表された《演奏会用アレグロ》にはこのようなベダルは表記されていないが、

1913年に《ペダノレ使用について実践理論法Metodoteorico-practico sobre e1 uso de los 

peda1es))、1915年に《ピアノペダル使用のための規則Reg1aspara e1 uso de 10s pedales 

del piano))を出版し、詳細にベダリング、演習課題を創っている。その中で譜例にショパン、

シューベノレト、グリーグの作品を用い、特にシューマンの《子供のためのアルバム》の〈コ

ラーノレ)は全小節についてベダリングを施しているところからも、シューマンに関心を示

していたことが判る。なお、グラナドスはニューヨークでのリサイタノレで、《詩的なワルツ》

を演奏したととからも、彼自身がロマンティックな作品をこよなく愛していたと思われる。

3)ナシオナリズマ ・ロマンティシズマ・ムデルニズマの融合の時代

第 3期はおおよそ 1911年以降にあたる。

主要作品は《ハカラ Jacara)) 組曲《ゴイエスカス Goyescas))1911年(愛の言葉)(格子
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窓の語らい ・愛のデュエット) (ともしびのファンダンゴ) (嘆き、またはマハと夜鳴き鴛)

(愛と死 ・バラード)(エピローゴ ・幽霊のセレナータ)<<わら人形 ・ゴイエスカ Elpelele 

Goyesca)) (作曲年不明ゴイエスカスと同時期)である。(3つのコーラス、オルガン、

ノのための《星の歌Elcanto de les estrellas>>があり、これはロマンティシズマの作品

ピア

である。)

第3期のナシオナリズマを表す民俗的なエッセンスは下記のようである。

EI  _・ I I 
E - _ . .- ・ ~，..， _ 1 .- I 
EI  .... I I I I 1 1"":"..1 
EI  I ・I I II1 -

』圃....... 司 回ーー-- r 
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・J L.......I圃- ・・・・・・・ー圃園田 ・~ I II  
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，¥ ~占a
U -. ~ ..111_ I岬r-::_ 1 .- _ . U 1 _.-
が・I I tt'F 1'"1) I ・F-F叩 I Iげ

217小節目

139小節目
《ゴイエスカス》第 1曲

〈愛の言葉)では トナデ

ィーリャ(小唄)

Blas de Laserna (1751 
~1816) 作曲《エ/レ ・ テ

ィラナ ・デノレ・トリピリ

El tirana del Tr1pili>> 
が使われる。

ぇ立ω~ヤ rt--et#n
297小節目

A 3 33  

弘、!/
場ι1昔 J.IJ IJ.J IJ.J 

第 3曲(ともしびのファンダンゴ〉では・ミ

の旋法"と 3拍子のフアンダンゴのリズムが

使われている。これはアンダルシアで踊られ

“ミの旋法"で終始する踊りのリズムである。

a，町、 ，
a U 畠 .....L I I I ・.... ，且_r- r-II_ h _ I I ，I TJ I I I '1 ........ I r..4・
EI  I r........_ I I 

回圃圃 ・ ー『面司藍
J 

A I _.~ 
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12小節目“ミの旋法"による終止

同.
E
3
 

一 I I II  
E I I I I II  r.J 
E II I __， _ I I 
-.  __  - - II  

第3曲

曲

ラから始まる “ミの旋法"

第4曲(嘆き、またはマハと夜鳴き鴛〉でも

民謡Unatarde， etcが使われる。

.---..Q 

ヲ均笥
終曲〈エピローグ〉ではギターによる爪弾き

が模倣される。これは開放弦の音である。

L 

スペイン的な人間像の表現が行われており、それはアーロン ・

(マホ主義)majismoと呼んでいるものである。
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そして第 l期に比べて、

クラーク WalterAaron Clarkがマヒスモ



これはホアキン・ニンJoaqu1nNin(1879~1949)の歌曲にも登場する。

1887年、チプリアーノ ・ムニョス・イ ・マンサーノ ・ピニャサ侯爵 VinazaCipriano Munoz 

y Manzano (1862-1933)は著書 《ゴヤ、彼の時代、彼の人生、彼の作品Goya，su tiempo， su 

vida， sus obras))を発表し、ゴヤの作品について 「祭り、 )1慎礼祭、サン ・イシドロの原つ

ばでの若者の遊び、マンサナーレスの道端でのピクニックをル一ペンスに匹敵する色彩と

語調で、独特の優美さで描き、 ((Losninos de 1a veiga (5)))や((Loshorizontes de Madrid (6)))、

セパダ広場で、盲人がピウエラvihuela(7)に音に合わせてロマンセ Romance(S)を歌い、また果

実のアセロラを売っている締麗な女性が 3人の若者に言い寄られるのを聴いているペティ

メトレス、マホ、マハ、騎士たちのグループが描かれているj と述べ、次にゴイエスカス

という言葉を使い、「当時のゴヤ風な (goyescas)作品について、(これが)細かなことを

投影し、決定した研究だとは(読者の皆さんは)望んでいないと思う。Jとピニャサ侯爵は

自身の意見が決定的ではないと匂わせながら「アラゴンの著名な画家ωは彼の気に入ったも

の、自分に5齢、印象を与えたものすべてを、まさに素早い筆さばきで、絵として描いてい

ったのであった。j と述べている。なお、 goyescasとしづ言葉が使われたのは、ビ司ニャサ侯

爵によるとのフレーズが最初である (Clark 2006より)。

第3期の主要作品は組曲《ゴ、イエスカス》で副題は(恋するマホ達〉である。

ゴヤの作品で描かれるマホには、有名な《アンダルシアの散歩道Elpaseo por Andaluc1a 

》別名 ((マハと顔を覆った男たち Lamaja y 10s embozados))がある。堀田氏は、マホと

はもともとプロスペノレ ・メ リメ ProsperMerimee (1803~1870) の 《カノレメン Carmen)) の

なかのドン ・ホセの原型、すなわち当時スペイン的に有名な頭目ディエゴ ・コリエンテス

Diego Corrientes(1757~1781) を頭にする強盗団、騎乗の武勇を極めた連中であったと述

べている。「耳まで覆う長い桶のような帽子をかぶり、大きなケープないしは外套をまとい、

金、あるいは銀のパックル付きの靴をはいている。帽子のなかの長髪はへア ・ネットでま

とめである。腰には大きな剣をつけ、もちろんピストノレをもっている。短いナイフは腰帯

のなかに隠しである。銃はここには見えぬ馬につけてあるものであろう。こういう連中が

いわゆる“マホ"の原型であり、このマホに付き添っている女がマハと呼ばれるものであ

った。マハ、マホなるダンディ一風俗は、したがってアンダルシーア (10)から北上して来た

ものであった。J(堀田善衛 1974) 

このマホとマハに下層階級の健全なナシオナリス、マを見付けることができ、ゴヤは強盗

やコントラパンティスタ(密輸業者)に起源をもったマハやマホを堂々と宮廷に持ち込ん

だ。彼は王族の食堂、寝室、化粧部屋などの私的な空間に、タベストリーの題材として歴

史や宗教画ではなく 、民衆たちの生き生きとした生活情景を持ち込んだのである。マハや

マホのファッション、流行、時代の好みはスペインらしいナショナノレなものとして受け入

れられたであろう。(堀田善衛 1974)

ピニャサ公爵はベティメトレにも触れているが、これはフランス語petit-meitreのスペ
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イン語読みであり、音楽や美術でフランスとイタリア偏重で、あった当時、フランス風の生

活を取り入れフランスの服装を身にまとう若E那たちを指す言葉で、あった。

マホ(伊達男)はこれに対する反動でもあり、またマハ(伊達女)の着用する足首の見

える短い丈のスカー トは女性の自由の象徴であった。

「マハなど下層階級の女性の聞ではすでにより多くの自立が享受されていたため、上流階

級の女性たちは、マハ風のファッションを真似ることで自立への願望を表現した。j

(Rose-Marie and Rainer Hagen 2003) 

「王侯貴族は(中略)マホ・マハの服装をまとい、暮夜ひそかに仮面をつけて下人民ども

の集うキャフェや賭博場、劇場、闘牛場などへも出入りしていたのであるJ(堀田 1974)

これが《ゴイエスカス》の舞台であり、歌曲《トナディーリャス Tonadillas))で歌われる

女心であろう。

グラナドスは 「僕はゴヤの心とその色合いに恋い焦がれている。ゴヤと、アノレバ公爵夫

人と、モデ、ノレの女性たち、いさかい、色恋沙汰、愛の言葉、絹のレースと房の付いた黒い

ビロードに生える白いパラのような頬、しなやかな腰つき、真珠のような淡紅色の手、 黒

い髪にさしたジャスミンが僕を狂わせてしまったJと語る。

グラナドスが魅了されたゴヤの世界とはどのようなものであったろうか。

ゴヤの作品には政治的な意図を含んだ作品が多くある中にも拘らず、グラナドスは男女

の愛の駆引きを扱った作品に注目している。1909年に彼はゴヤの版画集《カプリッチョス

Los caprichos>> 5番〈似た者同士 Talpara cual)にインスピレーションを受けて、《ゴ

イエスカス》に着手し始め、出版の第1版の表紙には(似た者同士〉を使った。カプリッ

チョスとは f気まぐれJの意で、世の中の風刺、愚弄であり、さまざまな愛の想念が描か

れている。ゴヤ自身による第5番についてのコメントは下記のようである。

「男のたちが女のそれより悪いのか。あるいは、それの逆なのか。いやはや議論の盛

んなことだ。男にしても女でも、えてしてそんなひずみなど、元をただせば、間違ったし

つけがそもそもの原因だ。男の意地が悪ければ、女も意地が悪くなろうもの。ご覧よ。こ

の版画に描かれた婦人など、気取り屋のおしゃべり男とまるで似て、お人よしとうかがえ

る。ところがどうだい、三人の老婆ときたひには、どっちもひどい恥っさらしだ。J (西垣

1971) 

ゴヤの時代は 「恋愛は、後のロマン主義時代のそれのように厳格でも、悲劇的でもな

くて、それは遊戯か、ゲームに近かった。 (中略)恋愛とは、とりもなおさず性愛を意味し

た。恋愛というものが、性と一応きりはなれたものとして成立するようになったのは、ロ

マン主義思想の確立以降の事である。J(堀田 1974) 自分の妻に恋人を持たせなければマド

リードの伊達者として認められなかったと著書《ゴヤ一光と影一》のなかで堀田は述べる。
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カプリッチョス第5番 〈似た者同土〉 《黒衣のアノレパ公爵夫人像)) I 

ゴヤとアノレパ公爵夫人との関係は 1707年に描かれた《黒衣のアノレパ公爵夫人像 Duquesa

de Alba vestida de negro>>から推測することができる。その夫人の右手の人差し指は不

自然に地面を指さしており、その砂地には fGoyaJ と書かれている。1964年にこの絵の所

有者が絵を洗った時に、 Goyaの文字の前に Soloという文字が隠されていたことが判った。

これは「ゴヤだけj としづ意味である。また彼女の指にはAlbaGoya という文字が害かれ

た指輪がはめられていた。しかし版画集《カプリッチョス》では夫人の性格が長く lつのも

のやととに執着できる性質ではないことが描かれている。

《ゴイエスカス》には社会的、民族的なイデオロギーは存在せず、多様なゴヤの作品の

なかから《カプリッチョ 5番》にインスピレーションを受けたことも、彼自身の作曲活動

が恋愛重視のロマン派的気質によるところが多いと考えられる。

次に楽譜の中のムデルニズマについて述べる。

建築と音楽の関係を見ると、建築家ムンタネルはワーグナーの音楽に影響されてムデ、ル

ニズマ様式で、音楽堂を作り、ガウディも彼の音楽に大きな影響を受け彼の作品に反映させ

た。ワーグナーは自身で、パイロイト祝祭劇場を設計しているが、筆者はことまでの研究で、

その他にワーグナーの音楽が建築に反映された事例に出会っておらず、スペインのこのよ

うなワーグナーと建築との関連性は特筆に値するのではないかと考える。そしてグラナド

スの《ゴイエスカス》はこの装飾的なムデノレニズマに影響されている。

作曲家小鍛冶邦隆氏は「植物の曲線を思わすような、装飾的 ・工芸的な優雅にして官
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能的な文様の組み合わせを特徴とするアール ・ヌーヴォ一様式は、 ドビュッシーのピアノ

音楽における、独立した和音の連鎖、主題断片の羅列や増殖、形式の並置や予測不能の変

換からなる構図(デッサン)を形成する。音響=色彩のグラデーションとしての音楽的特

徴は、精微で人工的な美意識と、ア・プリオリな伝統形式と相反する自律的な音楽的発展

として、《映像》以降 (02の練習曲》にいたるドビュッシーのピアノ音楽の特徴となるの

である。j とアーノレ・ヌーヴォーと音楽の関係を述べている。

グラナドスにおける装飾音は、ドビュッシーよりもその装飾は執劫に繰り返されること

で、より強い個性を感じさせ、パノレセロナの街並みの強い個性の主張を思わせる。フラン

スにおいてアーノレ・ヌーヴォーが生まれる以前は、17世紀アンリ 4世やノレイ 14世の統治下

の統一感のある建築で、あったが、スペインではロマネスク様式とイスラムによるムス リム

様式であった。またバノレセロナ近郊の巨岩による山脈モンセラートはむくむくと膨れ上が

ったような曲線を作っており、との自然は大きくムデルニズマに影響を与えていると言わ

れている。フランスとスペインのこの違いがドビュッシーとグラナドスの違いに反映して

いると，思える。

このような植物を思わせる 2度進行を含むタ)ン型に相当する装飾ないしはメロディは

《前奏曲集1))の第2番(帆〉全73小節中4回のみ見られた。((前奏曲集第1集》は完成

がゴイエスカス完成 1911年の l年前 1910年である。その他、植物を思わせる装飾的なフ

レーズは下記であるがターン型ではなくオクタープ、またはアノレベッジョによる装飾が多

It ¥0 

伽場坦出場宵腎欄干
装飾的であるが5連ターンではない例

ドビュッシー《前奏曲集》より〈妖精たちは良い踊り

子〉

」一一

L 

同《前奏曲集》

より 〈野を渡る

風〉

同《前奏曲集》よ

り(パックの踊り〉

ターン型ではないが蔓を思わせる。イスラムの城アランプラ宮殿の

中にあるビーノの門がタイトノレ。同《前奏曲集》第2集 〈ピーノの

門〉

また別の作品、 ドビ、ユツシーの《アラベスク》はタイ トルがアラブ風の文様、すなわち

植物のツタを思わせる曲線によるデザインであるが、との曲で使われるのは第 1番では l

小節(4拍)の間で行われるアルペジオによる波型、または2小節にわたり 4度進行を含ん
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だ 3連音符単位のメロディ、また 2番では 3連による 2度進行の装飾的なメロディがツタ

を思わせる。

一方、組曲《ゴイエスカス》では、グラナドスの前期 ・中期の作品に比べて装飾音の構

成音数が急に増えている。ターンのような渦巻き型で特徴は5連音符とアポジャトクール

3または4が多い。また装飾が連続して行われることが多く全体的に装飾過多である。

第 1曲〈愛の言葉〉では、蔓の形状をなす音型が多く、下記譜例のようなA型5連音符(リ

ズムに変化のあるものも含める)は 30小節、B型は 4小節で、使われた。また蔓状(2度音程

を一つでも含んだ蛇行)の3連音符連続2拍以上は 26小節、谷型または山型の3連を一つ

含んでいるフレーズは71小節、これらの小節以外で、装飾音3つ以上の全打音があるのは 16

小節である。すべてこれは一定方向に向いた直線またはアルペッジョの形状は省き、ダブ

ノレカウン トしていない。これらの合計は 147小節となり、全 357小節のうちの41.2パーセ

ントを占めている。

~~ IJ. 

57小節目、 2拍目に現れるターンのような渦巻き5 73小節目、ターン型ではないが(B型)絶え間ない動
きが続く。ドビ、ユツシーの「妖精たちは良い踊り二子J

連音符 (A型) と異なり、動きが蛇行している。

第4曲の(嘆き、またはマハと夜暗き鷺)では、全84小節中 22小節に (8型) 5連変形

の装飾が使われ、これは全体の 26.2パーセントになり、その中でも l小節に2回5連の装

飾が使われた箇所が3小節あった。

〈嘆き、またはマハと夜晴き鴛〉

での (B型) 5連変形

世4~~JJJf4日ι壬こL
(17小節) (54小節目)

第 5曲〈愛と死〉では全208小節の中で、 (8型) 5連変形を 35小節使用し、これは全体

の小節数の 16.2パーセントになっている。

次の 5連ターンの装飾の例は組曲の中の一部分にしか過ぎない。これらはムデノレニズマ

の影響と考えられる。なお、この組曲ではライ トモティーフが鎮められている。これもワ

ーグナーの影響と考えられる。それぞれのライ トモティーフについては、本研究ではそれ

について詳しく触れず、次の研究の課題とする。
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誠子町名p生

第 l曲75小節よりソプラノのメロディを内声5連ターン 第1曲83/J、節より同様にメロディはソプラノで

型で装飾する。

ト一一一一一一
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第 1曲 196小節Esdur V経過句での装飾

，~ iτ;:;;::;;;:;園.

る云プ占勾三三日白芹担
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第2曲80小節よりテーマの変奏。これは第5幽〈愛と死〉

にも現れる。

ある。
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第 l曲286第1曲での伴奏形
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このフレーズは下降形においても 5連ターンを

含みながら続く。同85小節

。lι山 h 品__bø，.bf~f ，1.. .ム山伴~~_~fff"'fl~ 
」ZE---7

第2曲94小節よりテーマが発展し、彩しい装飾が行われる。

A 3 3 3 

当L且世~~司t~.......".~ 眠*..".

第 3曲冒頭から始まるフアンダンゴのリズムは

巴 ターンの変形である。

第3崩110小節目。ファンダンゴのりズム8分音符のは

っきりした律動にこのような装飾的なパッセージを絡め

ている。
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第 3曲9小節目に登場するテーマは緩やかなテ

ンポであるが5連ターンを作る。 I

A川 ir_ 岡
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第4曲の主題。前述の (B型) 5連変形と閉じ。

パレンシアで聴いた民謡を使っている。



5 

3 ，¥ ~圃 3
-.  I I I I ~ I __  I I 

d，、.. I I I I I I I I I I I I I I I 

e"'". ....U I........... IILL. II I I 11  I I 、，v‘..-τ1_・.. --Iτ1_... I 11  .... 吋・ B 
U 引 ー曹- ....  ._. 

|第 5曲 舵 死)の官頭に第2曲 〈鉄格子の窓〉のテ

ーマが登場する。このテーマは第6曲 169小節目にも

登場する。

第 5曲43小節から。45小節目はファンダンゴでこの

後ゼクエンツが行われる。

第6曲64小節から。 これは第5曲冒頭に壁場する第2

曲のテーマの変奏(第2曲81小節目)の2拍白から 3

拍目にかけての動きと同じである。第 6曲では象徴的

に繰り返される。 1

第6曲119小節。経過句に現れる変形5連ターン。 I

第6曲245小節に現れるテーマ。これは組曲 《ゴイエ

スカス》のスケッチとなった 《ハカラ》という作品の

テーマで、ゆったりとした5連ターンが見られる。

このような装飾音は、ロマンティシズマの時代においては、使われておらず《演奏会用ア

レグロ》と《ロマンティックな情景》では、アルペジオまたは半音階使用による技巧的な

書法が使われている。

これに類似したメロディ ・ラインはワーグナーのオペラ《トリスタンとイゾノレデ、Tristan

und Isolde))の間奏においてクラリネットで美しく奏されている。そのメロディを使いリ

ストFranzLiszt (1811~1886) はピアノ曲《イゾノレテ、の愛の死 Isoldes Liebestod >>を

書いている。

タイトノレも両方「愛と死jをテーマにしているところから、比較してみると リストは《イ

ゾルデの愛の死》全85小節の中で、 との5連音符を9小節使っており全体小節数の 10.6%

で、あった。

装飾音符が多い作品としてショパンの《ノクターン作品 32-1))を見てみると、 5連ター

ン型装飾音符が使われているでは66小節で、10回使われ、それは全体の 15%で、あった。

川 「胃局計

リス ト 《イゾルデの愛の死》

ハ μ~..
}I'_____jIIpJ.LI.!.ft____ __________.OiII・ 4・ E

1¥ ，.u MU '"ー..・"...・_.・ 4・ 4・"';1"""'"_ 1 .. 円
r~ -n -pn 晶 1_~_I""ó~~.~LLL__1 、 R 戸
、~V T1 '-哩.. I "‘I I I I I 量，.1 U 1 1 
電) r園田国国 ・・r I 
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ショパン《ノクターン作品 32-1))
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またハーモニーに関しては、リストは冒頭で判定不能(半減7と恩われる)の不安定な

響きが大変斬新で、印象的で、あった。グラナドスの(愛と死)では 81""'4小節目において各

小節の頭で 「ミの旋法Jの下降形によるフラメンコ音楽の独特な終止形を使っていたこと、

そのほか借用和音などで響きに変化は持たせているものの特殊性は見られなかった。最後

のレントではEs• A・Cisは次のG・B• 0の「転位Jと考えられるが、その響きの揺れがゆ

っくりと静かな音で 3回も繰り返され、和声の独自性というよりは、ドラマとしての楽曲

の構成力とそのハーモニーの配置が印象的だった。

1堅

以上の和芦分析から、グラナドスの〈愛と死〉は特筆する独自性は見当たらず、むしろ

リス トの官頭の和声のほうが印象的で、あった。

装飾音の使用が多いと思われたその他のショパンの作品を比較してみると、 《ノクター

ン》 、 《バラー ドl番》に 5連によるターンのメロディが登場するが、それ以外は半音階

ないしはアルペジオとその経過音による装飾フィオリチューラであり、上行 ・下降などの

方向性がはっきりしている場合が多い。またそれぞれの装飾音符は息の長いフレーズの中

に一部分として現れ、それ自体がメロディを支配することはない。

ショパン 《ノクターンop.9-2)) ショパン 《ノクターンop.15-2 )) 

以上から、グラナドスの第 3期の作品群はドビ、ユツシーに較べて、ムデルニズマの影響

としての曲線を表すターン型が多く 、またその使用頻度が高いことが判った。

1911年の《ゴイエスカス》初演日のプログラムはその他に、オノレフェオ ・カタラン合唱

団による 3つのコーラス、オルガン、ピアノのための《星の歌》とアルペニスの最期の未

完作品で、彼の没後グラナドスによって完成された《アスレホス Azulejos))で、あった。と

の《星の歌》はワーグ、ナーのハーモニーを感じさせ、技巧性が駆使されたロマン派のピア

ノが主体になっている。歌詩はハインリッヒ ・ハイネの詩にインスピレーションを受けた

と思われるが、おそらくグラナドス自身の作であるだろうと、グラナドス研究第 l人者の

ダグラス ・リーヴァは語っている。ワーグナー自身が文筆家だったことから、グラナドス

も自分自身で作調を試みたのかも知れないと筆者は考える。詩の訳は次のようである。

「心に押し寄せる弱さ 永遠の死が近づく 世界の死を知らせてくれ 愛の魔法は

崩れ しかし計り知れない束縛を我々は壊すことができない ああ !J 
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グラナドスがワーグナーの虜になったことは疑いなく、 1910年、ワーグナーの娘イゾノレ

デ ・ワーグナーとその夫ヴアノレターはバルセロナに来ていたおりに、グラナドスの新作発

表の集まりに参加し、個人的に親しくなっていた。グラナドスが 1911年に発表した作品《星

の歌》はワーグナー傾倒を思わせるものである。

以上、グラナドスの第3期の時代はナシオナリズマ ・ロマンティシズマ ・ムデ、ノレニズ、マ

の融合の時代であろうと筆者は考える。

第4章 【演奏法への提言】

グラナドスの作品を分析すると、他の作曲家に比べてスペイン独特のリズム形や旋法の

使用は多くはない。第3期の《ゴイエスカス》において装飾が多いことが彼の特徴である

ことが判った。

どの作曲家の作品を弾くときも、記譜された音符とリズムを弾くだけでは音楽は見えて

こないが、特にグラナドスの作品を演奏するには、その地方の空気、賑やかな祭りの雰囲

気、そしてグラナドスのロマンティックな精神に近づかなければならない。異国的なリズ

ムや旋法が手法に溢れていれば、それだけで既にスペインらしく聴こえる可能性は高いが、

グラナドスの作品はそのようにいかない。

第 l期の作品には、前述のように続豊かな北部や北東部のスペインの牧歌的な情景、ま

たイスラムの雰囲気、ギターの爪弾きなどが登場し、広くスペインの文化に触れることが

望ましい。民俗的なエッセンスとして、例えば「ホタJという踊りの伴奏楽器にはマンド

リンのような高い音色の援弦楽器の音色が使われており、それは明るい響きがすること、

そこで歌われるのは美しい声による豊かな歌であることを知っておくべきであろう。イス

ラムの影響を受けたメロディは微分音が含まれている東洋的な歌い回しを想像し、半音の

聞にもメロディが移ろっていく感覚を持つべきであろう。ギターの爪弾き(プンテアード)

は、あまり大きな音ではなく、一方、かき鳴らす和音(ラスゲアード)では響きのある音が

出るのは、すぐに想像できる。

第 3期の作品の為には、グラナドスの作曲した歌曲《トナディーリャス》を聴いてみる

とよいであろう。もともとトナディーリャというのはスペイン文学の黄金期(17"-'18世紀)

に起きた風刺劇の幕開の寸劇にノレーツを持ち、 18世紀半ばから 19世紀初頭にかけて流行っ

た小唄であり、それはちょうどゴヤの時代に一致する。装飾を含んだ独特な歌い回しの表

現においては、スペイン人らしさを知ることが必要と思われ、次にスペイン人らしさを考

える。

スペインの作家・哲学者のミゲノレ ・デ・ウナムーノ Miguelde Unamuno(1864~ 1936) の著

書《スペインの本質》によれば、スペイン人とは「彼らの一人一人が何らかの事業のため
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に神から選ばれた、他人とは別の人格であるという意識を持っているのだ。この点でわれ

われスペイン人には自分を天才だと信じる傾向がある。J r彼フワン ・ロベスのほうが、

フワン ・ロペスであるがゆえに、そして彼と全く閉じフワン ・ロペスが他にいないがゆえ

に、また当のフワン ・ロペスを形成している全性質、良いもの悪いもの、より良いものも

より悪いものも、すべてが再び一つに集められることも可能なわけではないゆえに、他人

の誰よりも優れているのである。彼は唯一のかけがいのない人間であり、しかもこのこと

に関して理由は必要ないのである。」と述べている。これは人類共通のことであるが、こ

れをきっぱりと言い切るところがスペイン人の潔さのように筆者は感じる。

また《ゴ、イエスカス》第 5曲 (愛と死〉の演奏のヒントに、ウナムーノの言葉に耳を傾

けてみたい。スペイン人があまりにも死について考えすぎると言われていることに対して、

ウナムーノはむしろスペイン人は中途半端にしか考えておらず、それはスペイン人であり

ながらヨーロッパ人で、あり近代人であろうとしているからだと述べ、ピオ ・パリッハが述

べる「自然に恵まれたフランスでは精神的な所産が農業や工業より劣っており、それに対

し自然に恵まれないスペインでセノレパンテス、ベラスケス、エノレ ・グレコ、ゴヤ等がどの

地方の人物にも劣っていなしリ という意見に、ウナムーノは 「このような人物を生み出す

精神を息づかせることと快適な生活は両立しないJ r生きる喜びに身を任せる若者たちで

はなく、天に向かつて声を張り上げて慈悲を乞い、デ ・プロフンディス(11)やミセレーレ(12)

を唱える人々をウナムーノは兄弟のように感じ、生の事しか考えず死の事を考えないすべ

てがいつか命を失うということが生の指導規範となっていない国は不幸である」と述べて

いる(ウナムーノ1972、336-340)。汎ヨーロッパで、あろうとするのではなく、イベリア半島

で、生まれ育ったことをそのまま受容するならば、その恵まれない環境がゆえに精神的活動

は豊かであり、その恵まれない環境がゆえの苦しみを背負ったスペインの人々の心にウナ

ムーノは大きな共感を得たのであろう。グラナドスの《ゴ、イエスカス》においては男女の

誇いでの「死jが描かれているにすぎないが、登場人物パキーロの職業は死と隣り合わせ

の闘牛士である。貧しい村での立身出世は闘牛士になる事だったに違いない。

また、筆者は《ゴイエスカス》の色調についてスペインの絵画の特徴を知ることも音楽

表現に役立つと考える。

グレコの作品のヴェネチア時代とスペイン時代の比較について記述があり、ここからス

ペイン絵画の特徴を知ることができる。佐藤久平は次のように述べている。 rスペイン時

代の彼の作品は、初期ピザンチンの影響に復帰せるかのように考えられる。それは彼のパ

レッ卜が黒によって若臨されているからである。この黒は次の時代ベラスケス、ゴヤとl順

次に継承されていったスペイン絵画の基調である。J (佐藤 1971)

絵画において、「黒」は背景にも使われるが、スペイン女性は黒い服を着ることが多く、

それは喪に服しているだけでなく、 伝統的な服装の色が黒なのであり、《黒衣のアルパ公爵

夫人像》や 《ソラーナ侯爵夫人像》などの絵で見ることができる。背景に使われる黒は闇
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を感じさせるが、衣装として纏った黒いドレスは薄紅色の肌をひき立たせ、コントラスト

をより際立たせている。閣を感じさせる弱音、またコントラストを感じさせる強弱の幅広

さは音楽に共通するのではないかと筆者は考える。

筆者は、アリシア ・デ ・ラローチャのレッスンにおいて、鍵盤にほんの少し触れるばか

りの微かに響く弱音の出し方、また強音の効果的な奏法を熱心に指導された経験を持つ。

この奏法はグラナドス作品の表現に欠くことが出来ないものであろう。アノレペニス作品に

おいては大袈裟にppppp また fffffが加えられているが、グラナドス作品にはffff、pppp

以上の表記は無く、fffは第l曲で2か所、第2曲で4か所、第3曲で終止の音のみである

ため、これらは充分響かせるようにしなければならない。また弱音は pppの使用が第 2曲

で lか所、第 4曲で、は夜鳴き鷺の芦を表現するパッセージのみ、第 5曲では密やかなファ

ンダンゴのリズムで使われるので、これらは大切にそれぞれ場面を想像し、その静寂の空

間を表現するべきである。

最後に、グラナドス作品としてもっとも彼の独自性が打ち出された第3期の作品、組曲

《ゴイエスカス》より最も愛奏される(嘆き、またはマハと夜泣き鷺〉の演奏法を考えて

みる。

テーマは「どうして鷺は暗がりで美しい声で歌うの?Jと悲しい愛を歌うパレンシア民

謡を使っている。メロディに登場する蔓を思わせる 5連はグラナドス作品第 3期の特徴で

あるが、ここでの装飾は指先にあまり重みをかけず中手指節関節を軽く上下させ、 5連を形

成する l粒ずつの音の動きにデリケー トな陰影を与える奏法が相応しい。

19小節まで続くフレーズはレチタティーヴォ風に、強弱の変化に気を配り音の陰影に反

映させるべきであろう。この曲は夜のシーンで歌われ、フレーズの終わりなどでは微かな

音を用い、不安 ・悲しみ ・不吉といった雰囲気を表現することが必要であろう。

楽譜には細かくアッチェレランドやスピ ト・リタルダンドなどの指定がありこれは感情

の移しい変化を表現しており、必ず見落とさずに演奏しなければならない。モルト ・エス

プレッシーヴォやコン ・モルタ ・ファンタジーアなども非常に表情が大きく変化すること

を示しており、奏者の表現力を充分に発揮しなければならない。前述のようにグラナドス

作品には自国の民族的なリズムや旋法は多数盛り込まれてはいない為、書法に頼るだけで

はなく、スペイン人の内面性や感情の起伏の幅の広さを考慮に入れたうえで、充分に感情

表現していくべきであり、これがグラナドスのロマン派的側面と捉える事ができる。

また響きの濁りはできる限り避けるととが望ましい。ラローチャとリーヴァの監修で出

版された Boileau版では下記のようなベダリングと指使いが明記されている。筆者はラロ

ーチャから指導を受け直接この指示に沿った細かなペダリングを教授されたが、今回の研

究からグラナドスの作った教材にベダリング、の課題が多かったことが判り、この校訂が作

曲家の意思を尊重してなされていると感じた。これは左手のアルペッジョを最初のFisを5

の指で弾き、続いて CisFis Ais Cisを5・3・2・1の指で弾く。それぞれの指をタイ
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が付いているように抑えたまま右手の装飾音を弾き終え(装飾音符は拍頭より前に出る)、

2拍目拍頭の付点4分音符を弾くときに、改めてベグツレを踏みかえる方法である。ペダノレを

踏みかえても左手は和音を抑えているため(残念ながら最初の Fisは響かないが)、ハーモ

ニーは響き続ける。ペダノレにこだわりをもったグラナドスなら、このような技を取り入れ

たことであろう。

1・-晶孟
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最後は、ヨーロッパで「愛のメッセンジャーJとされる鴛の声が登場する。とれも中手

指節関節をよく動かし軽い指先を使って pppで奏し、決してヒステリックな音が出ないよ

うに注意することが大切で、ある。

【結びに】

グラナドスの作品はナシオナリズマの色合いを含みながらも、ロマン派の作品と考えら

れる。それはリストが((ハンガリア狂詩曲》を、プラームスが《ハンガリア舞曲》を、シ

ョパンが《マズノレカ》を作曲しても国民楽派とは呼ばれていないのと同様に考えてもよい

のだろう。スペインの国のイメージをフラメンコや闘牛に結びつける人は少なくなってき

ているが、スペイン音楽についてはまだこの先入観は続いているように思う。

この研究によって一右を投じられたら光栄である。

[謝辞]
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ω El nacionalisme、ElRomanticisme、ElModernisme、ElRenaixencaはカタノレーニャ語表記による。

但しムデノレニズマはムダノレニズムとも表記できる。

ω 筆者注

ω) カスティーリャ語表記による。

(4) ミの旋法は東商アジア ・中近東・インドそして地中海沿岸で使われる独特な旋法で、嘆き ・悲しみ ・

官能・哀愁といった独特な雰圏気を醸し出す。最初の音程が半音から始まる音列(半・全 ・全・全 ・

半 ・全 ・全音)で、教会旋法のフリギアと同じ。

(5) Ninos inflando una vejigaかと思われる。

(6) ((Los horizol1tes de Madrid))は原文のまま表記したが、徳者は現時点でゴヤの作品の中に見つけ

ていない。

(7) ビヴエラ・ ・・原文のまま表記したが、ピウエラはノレネッサンス期の楽器であったがその後、姿を

消し、 20世紀に復活した。ここではおそらくギターを指すと考えられる。

(8) ロマンセ ・・・ 中世で、盛んだった詩の lジャンノレで8音節詩句の小叙事詩。

仰) アラゴンの著名な画家・・・ ゴヤを指す。

。0) アンダノレシーア ・・・ 本文のまま。アンダルシアと同じ。スペイン語のアクセントのある音を日本
語では伸ばして表記することもある。

(ll) デ ・プロフンデ‘ィス ・・・ 死者への哀悼歌。

仙 ミセレーレ ・・・ 夕、ビデの痛悔詩編。
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